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②
地
域
内
の
交
流
が
希
薄
と
な
っ
た
今
日
、

子
供
た
ち
は
、
自
ら
の
成
長
に
必
要
な

社
会
経
験
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
昔
あ
っ

た
「
結
い
」
の
精
神
で
地
域
の
人
た
ち

が
連
携
し
な
が
ら
地
域
の
子
供
を
育
む

環
境
を
作
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

③
本
村
の
待
機
児
童
は
11
人
で
す
が
、
定

員
30
人
分
の
増
築
を
計
画
し
て
い
る
保

育
園
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
待
機
児
童
の

解
消
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

④
現
在
４
校
で
開
設
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
は
他
校
に
も
地
域
の
特
性
を
活
か
し

た
居
場
所
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

滝
沢
南
中
学
校
に
冷
房
施
設
を

　

15
年
度
よ
り
、
新
増
改
築
に
か
ぎ

り
、
普
通
教
室
の
冷
房
化
も
国
庫
補

助
の
対
象
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
計
画

中
の
滝
沢
南
中
学
校
に
冷
房
を
整
備
す
べ
き

で
は
。　

冷
房
設
備
を
使
用
す
る
期
間
が

短
い
こ
と
や
、
窓
を
開
け
て
換
気

す
る
こ
と
で
授
業
に
支
障
は
な
い
と
と
ら

え
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
冷
房
化
の
計

画
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
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活かされたか住民意識

計画策定時の調査活用

　

子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
次
世
代
育

成
支
援
滝
沢
村
行
動
計
画
が
策
定
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
以
下
に
つ
い
て
質
問
し

ま
す
。

①
策
定
に
あ
た
り
、
住
民
へ
の
説
明
会
や
公

聴
会
、
ニ
ー
ズ
調
査
が
行
わ
れ
た
か
。
ま

た
子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
軽
減
の
た

め
に
、
新
た
に
設
け
ら
れ
た
事
業
は
。

②
子
育
て
に
果
た
す
地
域
の
役
割
は
な
に
か
。

③
保
育
児
の
待
機
児
童
対
策
は
。

④
他
校
に
も
子
ど
も
の
居
場
所
を
開
設
す
る

考
え
は
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

①
説
明
会
等
は
実
施
し
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
村
に
は
、「
滝
沢
村
子
育
て

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
こ
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
第

５
次
総
合
計
画
策
定
時
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
参
考
に
し
た

こ
と
か
ら
、
改
め
て
ニ
ー
ズ
調
査
は
し

て
い
ま
せ
ん
。
な
お
、
現
在
民
間
保
育

所
や
私
立
保
育
園
に
運
営
費
の
補
助
を

行
っ
て
お
り
、
新
た
な
事
業
は
設
け
て

い
ま
せ
ん
。

Q1

子どもの視点 

次代の親づくり 
という視点 

地域など社会全体 
による支援の視点 

子
ど
も
の
笑
顔
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り 

1.子育て家庭を支援する 
　環境づくり 
●保育サービスの充実 
●児童の健全育成の取り組みの推進など 

4.子どもと子育て家庭に 
　やさしい生活環境づくり 
●子ども等が安全・安心に通行することが 
　できる道路交通環境の整備 
●子どもを犯罪等の被害から守るための 
　活動の推進 
●犯罪、いじめ等により被害を受けた子ど 
　もの立ち直り支援など 

3.家庭が健やかで 
　あるための支援 
●親への相談指導等、妊産婦に対する相 
　談支援の充実など、子どもや母親の健 
　康の確保 
●食に関する学習の機会や体験活動など、 
　食育の推進など 

2.子どもが明るく心豊かに 
　育つ環境づくり 
●子どもを生み育てることの意義に 
　関する教育・啓発の推進 
●子どもの生きる力の育成の向けた 
　学校の教育環境等の整備 
●子どもを取り巻く有害環境対策の推進 

基本理念 基本的な視点 基本目標 

A1

17年 3月に策定された次世代育成支援行動計画の体系

Q2A2


